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令和６年度 事業実施報告 
（令和６年４⽉１⽇〜令和７年３⽉３１⽇） 

 
● 渉外部会 
 

担当副会⻑ 倉⽥  鋼志 ⻄⽇本電信電話株式会社 
部会⻑ 福野  泰介 株式会社 jig.jp 
副部会⻑ 吉村  ⼀男 インプロジャパン株式会社 
副部会⻑ 今村  善孝 ⼤電産業株式会社 
副部会⻑ 東    明男 ミテネインターネット株式会社 
副部会⻑ 帝都 久利寿 コネクトフリー株式会社 

 
 
１ ⾏政機関および関連団体等との連携 
（１）⾏政機関等との情報交換・交流 

北陸情報通信協議会定期総会（４⽉２４⽇、⾦沢市、⼩森会⻑） 
福井県環境・エネルギー懇話会総会（６⽉７⽇、福井市、⼩森会⻑） 
福井県経済界サマースクール（８⽉２０⽇、福井市、⼩森会⻑ほか） 
知事を囲む経団連加盟⾸脳会議（１２⽉２３⽇、福井市、⼩森会⻑） 

 
（２）関係団体等との交流 

① 福井県ＩＴ産業団体連合会への参画 
ア 役員会 

第１回 
開催⽇時︓令和６年６⽉２８⽇（⾦） 
開催場所︓ザ・グランユアーズフクイ 
議題︓役員の選任について 

令和５年度事業報告および収⽀決算報告について 
令和６年度収⽀予算案について 
ＩＴフォーラム企画委員会の委員の改選について 
能登半島地震に係る義援⾦について 
ふくいＩＴフォーラム 2024 について 
ふくいソフトウェアコンペティション 2024 の共催について 

第２回 
開催⽇時︓令和 7 年１⽉２０⽇（⽉） 
開催場所︓ザ・グランユアーズフクイ 
議題︓令和６年度事業実施状況および収⽀状況報告について 

令和７年度事業実施計画および収⽀予算について 
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新年賀詞交歓会について 
イ 賀詞交歓会 

開催⽇時︓令和７年１⽉２０⽇（⽉） 
開催場所︓ザ・グランユアーズフクイ 
出席者数︓５１名（うち来賓８名） 

 
② 福井県プロバイダー防犯連絡協議会への参画 

開催⽇時︓令和６年６⽉１３⽇（⽊） 
開催場所︓福井県警察本部葵分庁舎 
議題︓令和５年度活動報告、令和６年度活動予定など 

 
③ 北陸情報通信協議会への協⼒ 

    会員として参加し、協議会からの各種情報を会員に広報 
情報通信⽉間⾏事に参加（通常総会後の講演会） 

 
２ 会員の拡充 

新規会員︓株式会社ＳＩＧ 
 
３ セミナーの開催 

開催⽇時︓令和６年７⽉２３⽇（⽕）１６︓００〜１７︓１５ 
開催場所︓福井県繊協ビル６０２号室 
演題︓「新しい福井を切り拓くサイバーバレー⽥園まちづくりプロジェクト」 
モデレータ︓⼩森会⻑ 
パネリスト︓福井市⻑ ⻄⾏ 茂 ⽒ほか 
参加者︓２６名 

 
４ 部会の開催 

⽇時︓令和６年１２⽉２６⽇（⽊）１６︓００〜１７︓００ 
  場所︓㈱jig.jp およびオンライン 

協議内容︓ 2024 年度の渉外部会活動報告（福井県庁、福井⼯⼤、福井⾼専、⽯川県情報
システム⼯業会） 
2025 年度の渉外部会活動計画案議論 
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● 総務・企画部会 
 

  担当副会⻑ 藤井   孝 アイビーエージェント株式会社 
部会⻑ 藤本 潤⼀ 株式会社バリューリンクス 
副部会⻑ 東   郁雄 株式会社ビジュアルソフト 
副部会⻑ 野⼝ 邦治 株式会社福井新聞社 
副部会⻑ 佐野 慎治 福井ネット株式会社 
副部会⻑ 岡⽥ 英男 三⾕商事株式会社 

 
１ 各種会議の開催 
（１）第４９回通常総会等の開催 

開催⽇時︓令和６年５⽉２７⽇（⽉）１４︓４５〜１５︓３０ 
開催場所︓ザ・グランユアーズフクイ 

① 通常総会 
議題︓令和５年度事業実施報告及び令和６年度事業計画に関する件 
      令和５年度収⽀決算報告及び令和６年度収⽀予算に関する件 

理事及び監事の選任に関する件 
出席者︓３９名（うち委任状６名） 

② 講演会 
演題︓「2025 年の崖」問題の経緯と動向、展開 

 講師︓経済産業省商務情報政策局アーキテクチャ戦略企画室⻑ 和泉 憲明 ⽒ 
 参加者︓３４名 

③ 懇親会 
参加者︓３９名 

 
（２）理事会の開催 

第３０５回理事会（４⽉４⽇、開花亭） 
第３０６回理事会（5 ⽉２７⽇、ザ・グランユアーズフクイ 瑞雲） 
臨時理事会（5 ⽉２７⽇、ザ・グランユアーズフクイ 瑞雲） 
第３０７回理事会（７⽉２３⽇、繊協ビル６０２号室） 
第３０８回理事会（１０⽉１０⽇、繊協ビル６０４号室） 
第３０９回理事会（１２⽉５⽇、和⼼味（na go mi）たちばな） 
第３１０回理事会（３⽉６⽇、繊協ビル６０２号室） 

 
２ ふくいＩＴフォーラム２０２４への参画 

福井県ＩＴ産業団体連合会主催の「ふくいＩＴフォーラム２０２４」に、構成団体として参画した。 
企画委員会︓第１回   令和６年３⽉２６⽇（⽕） 福井県産業情報センター会議室Ａ 

第２回   令和６年９⽉９⽇（⽉） 福井県産業情報センター会議室Ａ 
第３回   令和７年２⽉２８⽇（⾦）  福井県産業情報センター会議室Ａ 
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ワーキング  令和６年３⽉６⽇（⽔）  福井県情報システム⼯業会事務室 
        令和６年９⽉５⽇（⽔）  福井県情報システム⼯業会事務室 
出展者説明会 令和６年９⽉９⽇（⽉）  オンライン 

 
※ ふくいＩＴフォーラム２０２４ 
開催期間︓令和６年１０⽉１７⽇（⽊）・１８⽇（⾦） 
開催場所︓福井県産業会館、福井県中⼩企業産業⼤学校 
出展者数︓３２企業・団体（５２⼩間） 
セミナー  ︓「ＩＯＷＮ」始動〜次世代情報基盤ＩＯＷＮが切り拓く社会と産業の未来像〜 

⼭下 達也 ⽒（ＮＴＴコミュニケーションズ㈱ ＩＯＷＮ推進室⻑） 
学⽣対象企画︓ＩＴフォーラムガイドツアー 参加者１１９名 
              学⽣のための出展企業ガイドブック ７５０部発⾏ 
来場者数︓18,927 名（初⽇ 10,220 名、最終⽇ 8,707 名） 

 
３ 会員に対する各種情報の提供 

国、県および各種団体からの公募、講演会、研修会等の情報を会員に提供した。 
 
４ 福井労働局が実施する事業への協⼒ 
  福井労働局からの委嘱を受け、労働者派遣事業適正運営事業協⼒員を派遣した。 

協⼒員︓⼈材確保・育成部会⻑  向井 邦彦 ⽒ 
 
５ 会員交流会の開催 

会員相互の親睦と交流を促進するため、会員交流会としてゴルフ⼤会を開催した。 
開催⽇︓令和６年９⽉２８⽇（⼟） 
開催地︓ゴールド福井カントリークラブ 
参加者︓１３名 
            

  



 

5 
 

● 技術部会／ＡＩ委員会 
 
技術部会 

担当副会⻑ ⽊下 克則 株式会社Ｋ２アドバンスト 
部会⻑ 後   淳也 三⾕コンピュータ株式会社 
副部会⻑ 柏⽊ 保宏 福井コンピュータスマート株式会社 
副部会⻑ 佐藤   聡 株式会社ドコモビジネスソリューションズ 
副部会⻑ 原⽊ 靖弘 富⼠通 Japan 株式会社 

 
ＡＩ委員会 

委員⻑ 後   淳也 三⾕コンピュータ株式会社 
  副委員⻑ 柏⽊ 保宏 福井コンピュータスマート株式会社 
 
 
１ 福井工業大学 AI & IoT コンソーシアムへの参画 

福井⼯業⼤学⽣成 AI テクノロジーイベント  令和６年６⽉７⽇（⾦） 
福井⼯業⼤学 AI&IoT コンソーシアムシンポジウム 令和７年１⽉２９⽇（⽔） 
福井⼯業⼤学⽣成 AI 応⽤研究会への参画 令和６年７⽉８⽇（⽉） 

 
２ 企業視察 

⽇ 時︓令和７年１⽉２４⽇（⾦） １３︓３０〜１７︓００ 
場 所︓富⼠通テクノロジーホール（神奈川県川崎市中原区） 
内 容︓視察   富⼠通テクノロジーホール⾒学 

            ・スーパーコンピュータ、量⼦コンピューティングの展⽰のご紹介 
            ・AI 等の最新技術を活⽤した展⽰のご紹介 
         講演１ デジタルって楽しい︕〜デジタルを上⼿に活⽤しよう〜  講師︓シニアエバンジェリスト 
         講演２ ⽣成 AI の動向と富⼠通の取組みについて  講師︓富⼠通技術戦略本部 

デジタル技術の活⽤事例について、デモンストレーションを交えた紹介を実施 
最新の技術動向の紹介 
⽣成ＡＩを活⽤した富⼠通における開発での活⽤事例等の紹介 

参加⼈数︓１２名（ウェブ参加含む。） 
 
 
３ 関係機関等との連携 
ＩＴ関連の展⽰・発表会やセミナー等について、後援等を⾏った。 

福井⼯業⼤学⽣成 AI テクノロジーイベント  福井⼯業⼤学 
北陸技術交流テクノフェア 2024   技術交流テクノフェア実⾏委員会 
Matching HUB Kanazawa 2024  北陸先端科学技術⼤学院⼤学 
EdgeTech+West 2024   （⼀社）組込みシステム技術協会 
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第８回越前がにロボコン    福井県こどもプログラミング協議会 
越前市ドローンプログラミングチャレンジ  ⾦沢⼯業⼤学（実⾏委員会） 
福井⼯業⼤学 AI&IoT コンソーシアムシンポジウム 福井⼯業⼤学 
デジタル経営カンファレンス 2024 in 福井   ＮＰＯ法⼈福井県情報化⽀援協会 
いしかわ情報システムフェア    （⼀社) ⽯川県情報システム⼯業会 
サイバーセキュリティデイズ 2025   国⽴研究開発法⼈情報通信研究機構 

 
４ セミナーの開催 

開催⽇時︓令和６年１０⽉１０⽇（⽊）１６︓００〜１７︓１５ 
開催場所︓繊協ビル６０３号室 
演題︓システム開発業務における AI 技術の活⽤／参加型セミナー 
講師︓後 部会⻑ 
参加者︓４０名 

 
５ 部会・委員会の開催 

開催⽇時︓令和６年６⽉１４⽇（⽕） １０︓３０〜１１︓３０ 
開催場所︓三⾕コンピュータ㈱＋オンライン 
検討議題︓企業視察について 

AI&IoT コンソーシアム（主に LLM-WG）との連携について 
セミナー・勉強会等について 

 
開催⽇時︓令和６年９⽉３⽇（⽕） １６︓００〜１７︓００ 
開催場所︓三⾕コンピュータ㈱＋オンライン 
検討議題︓企業視察について 

ソフトウェア開発業務における⽣成 AI の利⽤について 
理事会時のセミナーの開催について 
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● 人材確保・育成部会 
 

担当副会⻑ ⼩⼭ 嘉雄 株式会社永和システムマネジメント 
部会⻑ 向井 邦彦 福井システムズ株式会社 
副部会⻑ 濱  義弘 パワーシステム株式会社 
副部会⻑ 新⼭ 史朗 株式会社江守情報 
副部会⻑ 品川 祥郎 北信テレネックス株式会社福井⽀店 
副部会⻑ ⼟⾕ 秀靖 株式会社マルツ電波 

 
１ ふくいソフトウェアコンペティション２０２４への参画 

（公財）ふくい産業⽀援センターが⾏う「ふくいソフトウェアコンペティション」について、審査員の派遣や賞
の供与などに協⼒した。 

 
※ふくいソフトウェアコンペティション２０２４ 

⽇程︓応募締切  令和６年１０⽉２５⽇（⾦） 
 予備審査  令和６年１１⽉１０⽇（⽇） 
 本審査／表彰式    令和６年１２⽉８⽇（⽇） 
応募作品︓１７点 
⼊賞作品︓１１点（福井県ＩＴ産業団体連合会会⻑賞など） 
審査委員︓⼩⼭ 嘉雄 ⽒（株式会社永和システムマネジメント） 

菅安 啓二 ⽒（株式会社ビジュアルソフト） 
 
２ 学生を対象とした人材確保 
（１）⼤学への講師派遣 

① 福井⼤学 
⼯学部 「ソフトウェア⼯学」（３・４年） 

「会社経営の視点から⾒たソフトウェア⼯学」 江守情報㈱  新⼭ 史朗 ⽒ 
「開発現場におけるソフトウェア⼯学の実践的側面」 永和システムマネジメント㈱ 岡島 幸男 ⽒ 

② 福井県⽴⼤学 
    学術教養センター 「情報科学」（１年）      まるおかディジタル㈱ 佐藤 英治 ⽒ 
    情報センター「プログラミング」（全学年）       ㈱jig.jp 福野 泰介 ⽒ 

情報センター「情報処理基礎演習」（全学年） ユニコシステム㈱ 藤澤 栄蔵 ⽒ 
経済学部 「キャリアデザイン特論」（１年）     三⾕コンピュータ㈱ 後 淳也 ⽒ 
 

（２）学⽣へのＩＴ業界の情報提供 
① 福井⼯業⼤学における事業説明会・交流会 

令和６年７⽉３⽇（⽔） １２︓４０〜１５︓５０ 
第１部 事業説明会 参加企業１２社、参加学⽣６７名 
第２部 ⼤学ＯＢと学⽣の交流会 参加企業１２社２５名、参加学⽣２０名 
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② 福井⼤学における事業説明会・交流会 

令和７年１⽉２４⽇（⾦）１６︓１５〜１９︓００ 
第 1 部 事業説明会  参加企業１３社、参加学⽣５６名 
第 2 部 ⼤学ＯＢと学⽣の交流会  参加企業︓１２社３２名、参加学⽣︓２２名 

 
③ ＩＴフォーラムにおける学⽣対象のイベント（前掲︓総務・企画部会） 

ＩＴフォーラムガイドツアー 参加者１１９名 
学⽣のための出展企業ガイドブック発⾏ ７５０部  

 
３ セミナーの開催 

開催⽇時︓令和７年３⽉６⽇（⽊）１６︓００〜１６︓４５ 
開催場所︓福井県繊協ビル６０２号室 
演題︓健康経営〜健康への投資が企業の未来を変える 
講師︓全国健康保険協会福井⽀部企画総務部 ⽥中 康義 ⽒ 

  参加者︓ １８名 
 
４ 部会の開催 

第 1 回 
開催⽇時︓令和６年６⽉５⽇（⽔）１０︓００〜１１︓００ 
開催場所︓オンライン 
検討議題︓⼈材確保・育成施策について 

福井⼯業⼤学事業説明会および交流会について 
⼈材の⾼度化補助⾦について 

  第 2 回 
開催⽇時︓令和６年１２⽉１８⽇（⽔）１０︓００〜１１︓００ 
開催場所︓福井県産業情報センター会議室Ｃ 
検討議題︓⼈材確保・育成施策について 

福井⼤学事業説明会および交流会について 
⼈材の⾼度化補助⾦について 

              理事会時におけるセミナーについて 
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● ＤＸオープンラボ運営委員会 
 

委員⻑ ⼩⼭ 嘉雄 永和システムマネジメント株式会社 
副委員⻑ 佐藤   聡 株式会社ドコモビジネスソリューションズ 

 
（公財）ふくい産業⽀援センターからの委託を受け、ふくいＤＸオープンラボの管理運営および関連事業

を実施した。 
 
１ 来館者および相談者への対応 
  来館者︓２，１６５名 
  相談件数︓２６５件 
 
２ 勉強会・研究会の開催 
    勉強会・研究会︓２９回（参加者２４０名） 
 
３ 展示コーナーにおける企画展示 

⾒守りシステム（ユニコシステム株式会社） 
作業検査カメラ（リコージャパン株式会社） 
双方向型ライブ配信システム（リコージャパン株式会社） 

 
４ ＩＴ企業紹介・マッチング 

ベンダー紹介実績︓8 件 
ベンダー登録者数︓60 社 

 
５ 定例会の開催 

４⽉８⽇、５⽉１４⽇、６⽉１２⽇、７⽉１１⽇、８⽉１４⽇、９⽉９⽇、 
   １０⽉７⽇、１１⽉１１⽇、１２⽉１６⽇、１⽉２０⽇、２⽉１７⽇、３⽉１７⽇ 
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● 越前がにロボコン実⾏委員会 
 

委員⻑ ⼟⾕ 秀靖 株式会社マルツ電波 
副委員⻑ 松⽥ 由美⼦ スピリッツ・スマイル 

 
 
第８回越前がにロボコン開催結果 
1. 開催⽇ 令和６年１２⽉８⽇（⽇）9:00〜15:30 
2. 会  場 仁愛⼤学体育館（越前市） 
3. ⼤会の内容 
  市販ロボットキットを使って自作したロボットで競技に挑戦する。ロボットの形状がカニがイメージ出来るも

のであること。モーター・センサー（光、タッチ、超⾳波）・機構を使い。決められたコースを自動で⾛⾏さ
せミッションの達成度とタイムを競う。 

4. 開催結果 
  越前ロボコンへの参加者を募るため、昨年同様に県内で開催しているロボコン教室と⼩中学校に協⼒を

お願いした。２教室からの参加と WEB からの個⼈参加８チームを含めて、エントリー部⾨︓６チーム、
歩⾏型ロボット部⾨︓３チーム、オープン部⾨︓６チームの合計１５チーム、１７名が参加した。 
９︓４５から予選を⾏い、１２︓３０より本選を⾏った。 
エントリー部⾨、歩⾏型部⾨よりそれぞれ優勝ならびに準優勝、オープン部⾨、デザイン部⾨優勝の各
チームに賞が贈られた。 

 
第１回ご当地こどもロボコン全国大会開催結果 
1. 開催⽇ 令和７年１⽉２６⽇（⽇）10:00〜15:30 
2. 会  場 プラザ萬象⼤ホール（敦賀市） 
3. ⼤会の内容 
  市販ロボットキットを使って自作したロボットで競技に挑戦する。ロボットの形状は参加地域の名産品を

模したもの。モーター・センサー（光、タッチ、超⾳波）・機構を使い、決められたコースを自動で⾛⾏させ
ミッションの達成度とタイムを競う。 

4. 開催結果 
  全国⼤会への参加者を募るため、全国ご当地ロボコン関係者それぞれに協⼒をお願いした。１０⼤会

からのエントリーがあり、合計１６チーム、１７名が参加した。 
予選は⾏わず、１３︓００よりコンテストを⾏った。 
優勝ならびに準優勝、タイヤ型ロボット賞、推しロボ賞の優勝の各チームに賞が贈られた。 
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● ゼロトラスト委員会 
委員⻑  福野 泰介 株式会社 jig.jp 
副委員⻑  帝都 久利寿 コネクトフリー株式会社 

 
 
活動方針 

次世代のゼロトラストの活⽤方法をディスカッションし、新事業創出につなげる。 
越前市について、ガバメントクラウド移⾏で懸念があり、ゼロトラストを活かしたモデルを検討中であり、

全国の先駆けを目指す。 
 
活動実績 
 オフライン交流、展⽰、発表イベント「サイバーフライデー」 11 回開催 

4 ⽉ 26 ⽇（⾦） 福井市 FWI Studio にて 
5 ⽉ 24 ⽇（⾦） 福井市 ヨリバにて 
6 ⽉ 28 ⽇（⾦） 越前市 a.café にて 
7 ⽉ 26 ⽇（⾦） 福井市 アフレル社にて 
8 ⽉ 23 ⽇（⾦） 鯖江市 jig.jp にて 
9 ⽉ 20 ⽇（⾦） 福井市 FWI Studio にて 
10 ⽉ 25 ⽇（⾦） 鯖江市 jig.jp にて 
11 ⽉ 29 ⽇（⾦） 福井市 ヨリバにて 
12 ⽉ 26 ⽇（⾦） 鯖江市 jig.jp にて 
1 ⽉ 31 ⽇（⾦） 鯖江市 jig.jp にて 
3 ⽉ 28 ⽇（⾦） 福井市 エルパにて 
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令和７年度 事業計画（案） 
（令和７年４⽉１⽇〜令和８年３⽉３１⽇） 

 

● 渉外部会 

情報関連新技術の啓蒙・活⽤・スタートアップの推進・交流を通じて、⾏政機関、関連団体、他産業と
の連携を強化し、福井県の発展を図る。 
 
 
事業概要 
1. ⾏政機関および関連団体等との連携 

北陸情報通信協議会定期総会 
福井県環境・エネルギー懇話会総会 
福井県経済界サマースクール 
知事を囲む経団連加盟⾸脳会議 など 

 
2. 会員拡充 

⼊会勧誘リストを作成し、パンフレットの送付や訪問を実施する。 
ゴルフ初⼼者向けイベントを開催し、主に会員企業の若⼿社員間の懇親を図る。 
 

3. セミナーの開催 
 理事会等の開催に併せ、時宜にかなったテーマを選定してセミナーを開催し、会員の資質向上を図る。 

 
４ 部会の開催 

事業の企画および実施状況確認のため、部会を年 2 回程度開催する。 
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● 総務・企画部会 

 県内情報関連業界の向上発展を図るための事業を企画・推進する。 
 
 
事業概要 
１ 総会、理事会等の開催 
（１）定時総会の開催（令和７年５⽉２２⽇（⽊）ザ・グランユアーズフクイ） 
（２）理事会の開催（年６回程度開催予定） 
（３）正副会⻑会議の開催（随時） 
 
２ ふくいＩＴフォーラム２０２５への参画 

福井県ＩＴ産業団体連合会が主催する 「ふくいＩＴフォーラム２０２４」 の構成団体として、企
画・運営等に参画する。 

※ふくいＩＴフォーラム２０２５（予定） 
開催期間︓令和７年１０⽉２３⽇（⽊）・２４⽇（⾦） 
開催場所︓福井県産業会館、福井県中⼩企業産業⼤学校 

 
３ 会員に対する各種情報の提供 

国、県および各種団体からの公募、講演会、研修会等の案内情報を会員に提供する。 
 

４ 福井労働局が実施する事業への協⼒ 
  福井労働局からの委嘱により、労働者派遣事業適正運営事業協⼒員を派遣する。 

協⼒員︓⼈材確保・育成部会⻑ 向井 邦彦 ⽒ 
 
５ 会員交流会の開催 

⼯業会会員相互の親睦と交流を促進するため、交流会を開催する。 
 
６ 部会の開催 

事業の企画および実施状況確認のため、部会を年 2 回程度開催する。 
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● 技術部会 

  ＡＩ委員会と連携し、業界に必要な⾼度な⼈材の育成、新技術や経営に関する研修・セミナー・シン
ボジウム等を実施することにより、技術⼒の向上と業界基盤の確⽴を図る。 
 
 
事業概要 
１ 技術者向け勉強会の開催 

会員各社の技術者を対象に、業界の課題、必要とする技術をテーマに講習会を開催する 
◎ 「AI アシストプログラミング」 をテーマにした勉強会を 6 ⽉開催で計画予定  

できれば複数企業による発表 ＋ パネルディスカッション 
 
２ 先進企業・学術研究機関等への視察研修の実施 

最新の技術・知識および情報の収得を目的に、先進企業・学術研究機関等への視察研修と意⾒交
換会を実施する。 
 
３ 産学官連携の推進 

福井⼯業⼤学 AI & IoT コンソーシアムに、学外ボードメンバーとして参画するとともに、福井⼯業⼤学
AI & IoT センターと連携し、シンポジウム、研究会等に参画する。 
   
４ 関係機関等との連携 

ＩＴ関連の展⽰会やセミナー等への後援、関係機関への委員の派遣などを⾏う。 
 
５ セミナーの開催 
  理事会等の開催に併せ、時宜にかなったテーマを選定してセミナーを開催し、会員の資質向上を図る。 
 
６ 部会の開催 

事業の企画および実施状況確認のため、部会（AI 委員会を兼ねる）を年 2 回程度開催する。 
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● 人材確保・育成部会 

⾼度な⼈材の確保と育成を図るとともに、会員企業における雇⽤管理改善に取り組む。 
 
 
事業概要 
１ ふくいソフトウェアコンペティションへの参画 

（公財）ふくい産業⽀援センターが⾏う 「ふくいソフトウェアコンペティション」 について、審査員の派遣や
賞の供与などに協⼒する。 
 
２ 学生を対象とした人材確保事業の実施 
（１）⼤学への講師派遣 

福井⼤学、福井県⽴⼤学の情報関連講座に講師を派遣する。 
（２）事業説明会および交流会の実施 

福井⼤学および福井⼯業⼤学の学⽣を対象に、事業説明会および交流会を実施する。 
（３）ＩＴフォーラムにおける学⽣対象企画の実施 
    ＩＴフォーラム企画委員会と連携し、ＩＴフォーラムにおいて学⽣を対象とする企画を実施する。 
 
３ セミナーの開催 
  理事会等の開催に併せ、時宜にかなったテーマを選定してセミナーを開催し、会員の資質向上を図る。 
 
４ 部会の開催 

事業の企画および実施状況確認のため、部会を年 2 回程度開催する。 
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● ＤＸラボ・かにロボコン運営委員会 
 

 
「ふくいＤＸオープンラボ」において、ラボの運営管理、県内企業等からの相談対応、マッチング⽀援

等を実施し、本県のＤＸ技術の普及を促進する。 
  また、「第９回越前がにロボコン」について、共催者として事業に協⼒する。 
 
ＤＸオープンラボ関係 
 
実施業務 
１ ラボ運営業務 

（１）来訪者や⾒学者への対応 
（２）展⽰物の維持管理 
（３）ラボに関する情報発信など 

２ 相談対応業務 
（１）来訪者からの相談に対する助言 
（２）相談受付および相談管理 
（３）相談者の発掘およびフォローアップ 

３ マッチング支援業務 
（１）情報収集および提供 
（２）マッチング⽀援（ふくい産業⽀援センターが所管する「福井県ＩＴ企業リスト」への登録を促進） 

 

実施体制 
相談マネージャー（年１８０⽇）および運営スタッフを配置 

  定例会（⽉１回）および委員会（随時）を開催 
 
 
越前がにロボコン関係 
 
第 9 回越前がにロボコン 

開催⽇・会場未定 
主  催 福井県こどもプログラミング協議会 
共  催 (⼀社)福井県情報システム⼯業会 
⼤会概要 市販ロボットキット等を活⽤し、蟹をイメージする自作のロボットで競技に挑戦する。 

対象は⼩・中学⽣とし、歩⾏部⾨(⼩中学⽣)と⾞両部⾨(⼩学⽣)とする。 
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● ゼロトラスト委員会 
    

セキュリティを前提として安価で安⼼なインターネット「Internet3」による、次世代のセキュリティ、ゼロトラ
ストの活⽤方法をディスカッション実現し、新事業創出につなげ、福井県内外に普及させる。 
 

◯ スケジュール・推進体制 
毎⽉末の⾦曜⽇、サイバーフライデーにてアップデート、懇親を図る 
4/25 19:00-22:00 鯖江市 jig 本店開催予定 
5/28 19:00-22:00 鯖江市 jig 本店開催予定（電脳メガネサミット併催） 
以後、⽉末最終⾦曜⽇開催予定（会場候補希望の方、ご連絡ください） 
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● ＡＩ委員会 
 
技術部会と同時に会合を開催して意⾒を募る。特別意⾒がない場合は、本年度についても前年度につづ
き、技術部会の活動と重ねる形で、以下の活動を⾏う。 
  
１ 技術者向け勉強会の開催 

◎ 「AI アシストプログラミング」 をテーマにした勉強会を 6 ⽉開催で計画予定  
できれば複数企業による発表 ＋ パネルディスカッション 

 
２ 産学官連携の推進 

福井⼯業⼤学 AI & IoT コンソーシアムに、学外ボードメンバーとして参画するとともに、福井⼯業⼤学
AI & IoT センターと連携し、シンポジウム、研究会等に参画する。 
 
３ セミナーの開催 
  理事会等の開催に併せ、AI をテーマに選定したセミナーを開催し、会員の AI 技術⼒向上を図る。 
 
４ 部会の開催 

事業の企画および実施状況確認のため、会合（技術部会の部会を兼ねる）を年 2 回程度開催する。 
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● ４０周年記念事業企画委員会 
 

 
（⼀社）福井県情報システム⼯業会は、昭和６１年（1986 年）に設⽴され、令和８年

（2026 年）に４０周年を迎える。 
これを記念して、令和８年度に４０周年記念事業を実施するため、委員会を設置し、記念事業の

企画や準備を⾏う。 
 



(単位：円）

当年度 前年度 増　減

Ⅰ一般正味財産増減の部

1経常増減の部

(1)経常収益

入会金収入 50,000 50,000 0

正会員入会金 50,000 50,000 0

会費収入 7,350,000 7,200,000 150,000

正会員A会費 4,296,000 4,398,000 -102,000

正会員B会費 2,580,000 2,280,000 300,000

正会員C会費 120,000 120,000 0

正会員D会費 144,000 162,000 -18,000

協賛会員会費 210,000 240,000 -30,000

事業収入 9,070,500 8,880,400 190,100

援助金 134,000 146,000 -12,000

受託事業 0 0 0

受託事業 8,024,500 8,265,400 -240,900

補助金 912,000 469,000 443,000

その他 0 0 0

雑収入 383,024 179,392 203,632

受取銀行利息 8,049 145 7,904

諸会合会費 207,300 134,800 72,500

事務受託費 0 0 0

その他 167,675 44,447 123,228

 経常収益計 16,853,524 16,309,792 543,732

(2)経常費用

管理費支出 8,280,115 8,104,558 175,557

給与・手当 4,483,800 4,108,800 375,000

法定福利費 816,864 727,170 89,694

福利厚生費 135,846 130,564 5,282

会議費 1,114,147 1,112,136 2,011

賃借費 379,350 367,710 11,640

通信運搬費 157,710 156,707 1,003

支払手数料 17,820 16,720 1,100

印刷製本費 201,649 348,534 -146,885

旅費交通費 42,360 92,520 -50,160

消耗品費 60,525 71,752 -11,227

設備費 0 0 0

負担金 559,500 556,500 3,000

指導料 105,600 105,600 0

諸謝金 0 0 0

広告費 0 66,000 -66,000

租税公課 10,600 11,000 -400

減価償却費 184,344 184,345 -1

慶弔費 10,000 10,000 0

諸会費 0 0 0

廃棄損 0 0 0

雑費 0 38,500 -38,500

部会費支出計 486,102 440,080 46,022

渉外部会費支出 26,700 31,820 -5,120

部会費 0 0 0

理事会セミナー費 18,480 11,520 6,960

例会機器借料 7,700 2,600 5,100

例会会議費 0 17,700 -17,700

事業活動費 520 0 520

科　　　　　　　　　　　目

正味財産増減計算書
2024年4月1日～2025年3月31日



当年度 前年度 増　減科　　　　　　　　　　　目

総務部会費支出 130,512 199,470 -68,958

部会費 0 1,470 -1,470

理事会セミナー費 0 0 0

例会機器借料 0 0 0

例会会議費 0 0 0

事業活動費 130,512 198,000 -67,488

技術部会費支出 26,180 66,090 -39,910

部会費 0 0 0

理事会セミナー費 18,480 13,200 5,280

例会機器借料 7,700 2,240 5,460

例会会議費 0 20,650 -20,650

事業活動費 0 30,000 176,740

人材確保・育成部会費支出 302,710 142,700 160,010

部会費 2,410 0 2,410

理事会セミナー費 19,800 15,400 4,400

例会機器借料 7,700 5,500 2,200

例会会議費 0 121,800 -121,800

事業活動費 272,800 0 272,800

事業費支出計 8,089,524 7,876,804 212,720

蟹ロボコンテスト委員会支出 600,000 170,000 430,000

運営費 0 70,000 -70,000

補助金 600,000 100,000 500,000

DXラボ運営委員会支出 7,110,524 7,307,804 -197,280

人件費 6,329,587 7,180,872 -851,285

研究会 0 0 0

展示費 693,000 0 693,000

ラボ管理運営 11,352 0 11,352

WEB保守 39,875 38,920 955

広報費 0 0 0

独自提案 0 49,720 -49,720

運営費 36,710 38,292 -1,582

管理費 0 0 0

その他委員会支出 0 0 0

委託費 0 0 0

会場費 0 0 0

機器借料 0 0 0

事務費 0 0 0

その他支出 0 0 0

人材の高度化補助金支出 379,000 399,000 -20,000

事務費 0 0 0

補助金 379,000 399,000 -20,000

 経常費用計 16,855,741 16,421,442 434,299

 当期経常増減額 -2,217 -111,650 109,433

2経常外増減の部 0

(1)経常外収益 0

経常外収益計 0 0 0

特別引当金取崩し額 0 0 0

(2)経常外費用

経常外費用計 0

当期経常外増減額 0

当期一般正味財産増減額 -2,217 -111,650 109,433

一般正味財産期首残高 13,385,263 13,496,913 -1,872,526

一般正味財産期末残高 13,383,046 13,385,263 1,955,267

Ⅱ指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ正味財産期末残高 13,383,046 13,385,263 -2,217


